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氏名等 事　　績
榎本　幸雄 代表監査委員
大沼　忠儀 スポーツ推進審議会委員
井上　尚明 文化財保護審議会委員
林　　宏一 文化財保護審議会委員
船橋　邦子 男女不平等苦情処理委員
小島　直志 介護認定審査会委員及び学校医（内科）
小林　　亘 介護認定審査会委員
野本　邦夫 介護認定審査会委員
原田　宏一 介護認定審査会委員
松尾　恭子 介護認定審査会委員
李　　　宇 介護認定審査会委員
渡邉　章恵 介護認定審査会委員
石井しのぶ 交通指導員
金谷　光偉 交通指導員
水野すみ子 交通指導員
竹並　和之 学校医（内科）
渡邉　正敏 学校医（内科）
樺山　　力 学校医（眼科）
岡本　任史 学校医（歯科）
前田　勝代 学校薬剤師
大野　　司 桶川市児童発達支援センターいずみの学園嘱託医
岩﨑　真一 消防団役員、団員
加藤　貴則 消防団役員、団員
工藤　健一 消防団役員、団員
塚本　靖夫 消防団役員、団員
長島　俊介 消防団役員、団員
野本　剛志 消防団役員、団員
原島　光男 消防団役員、団員
藤村　一美 消防団役員、団員
増田　一男 消防団役員、団員
森田　浩章 消防団員
和久津　忠 消防団役員、団員
和久津　満 消防団役員、団員
中村　忠男 下日出谷自治会自主防災会会長
梅原とも子 民生委員・児童委員
遠藤ミキ子 民生委員・児童委員
大野　伸子 民生委員・児童委員
門脇登美子 民生委員・児童委員
小林　小枝 民生委員・児童委員
齋藤　君江 民生委員・児童委員
佐野　弘佳 民生委員・児童委員
定行　哲子 民生委員・児童委員
廿樂　　実 民生委員・児童委員
野﨑　隆雄 民生委員・児童委員
野本　靖子 民生委員・児童委員
深谷　三男 民生委員・児童委員
松盛　將三 民生委員・児童委員
向　　信子 民生委員・児童委員
吉田　洋子 民生委員・児童委員
砂川　　貢 保護司
天沼　幸子 赤十字奉仕団団員・委員長

氏名等 事　　績
寺久保玲子 坂田子ども会育成会会長、 子ども会育成連絡協議会役員
桶川市青少年健
全育成市民会議 青少年の健全育成活動
池田　雅之 商工会副会長、商工会理事
野本　　護 商工会理事
平澤　　浩 商工会副会長、商工会理事
岩﨑　浩一 スポーツ少年団指導者（サッカー）
上野　　隆 スポーツ少年団指導者（サッカー）
大縫　　勝 スポーツ少年団指導者（サッカー）
小野沢　滋 スポーツ少年団指導者（軟式野球）
小山　伊庸 スポーツ少年団指導者（サッカー）
寒川　明子 スポーツ少年団指導者（サッカー）
寒川　慎一 スポーツ少年団指導者（サッカー）
髙𣘺　　諭 スポーツ少年団指導者（サッカー）
古井　明浩 スポーツ少年団指導者（軟式野球）
村田　健三 スポーツ少年団指導者（軟式野球）
矢澤　妙成 スポーツ少年団指導者（サッカー）
関根ヒカル JOCジュニアオリンピックカップ第28回全国都

道府県対抗中学バレーボール大会　全国第2位
宇野澤　皇 2015B&G全国ジュニア水泳競技大会

50Ｍ平泳ぎ 第6位・200Ｍメドレーリレー 第3位
内田　空良 2015B&G全国ジュニア水泳競技大会

50Ｍ背泳ぎ 第2位・200Ｍフリーリレー 第5位
桑原　嘉悠 第16回松濤連盟全国空手道選手権大会

都道府県対抗団体組手 第3位
内藤　竜也 第10回U15全国KWB野球大会 優勝、さいたまスーパースター

ズ 埼玉県選抜選手（U15侍ジャパン日本代表候補選手）
井坂　友紀 平成27年度全国中学校体育大会 第55回全国中学校水泳競

技大会　200M平泳ぎ決勝 第6位・100M平泳ぎ決勝 第7位
髙栁　立空 第38回全国JOCジュニアオリンピックカップ夏

季水泳競技大会　メドレーリレー 第8位
野本　真也 第38回全国JOCジュニアオリンピックカップ夏

季水泳競技大会　メドレーリレー 第8位
袴田　　結 第13回全国ジュニアバレエコンクールジャパン

グランプリ2015　第6位等
ワジェロサラ 日清食品カップ第31回全国小学生陸上競技交流

大会　女子80Ｍハードル 第7位
野本ひかる 第38回全国JOCジュニアオリンピックカップ夏

季水泳競技大会　女子平泳ぎ200Ｍ 第5位
桶川みどりの会 緑化保全活動
白根　研介 市への寄付
白井　只司 市への寄付
渡邊　紀重 地域防犯推進委員
橋場　武男 地域防犯推進委員
黒澤　久二 地域防犯推進委員
遠藤　孝一 地域防犯推進委員

（故）小松正夫 表彰審査会委員
東 急ド エ ル
桶川ビレッジ 地域の防犯活動 

氏名等 大　会　名
伊藤友紀子 平成27年度全国高等学校総合体育大会カヌー競技
塚田　朱莉 第１８回全国ヤングバレーボールクラブ男女優勝大会
岸　　暖乃 第１８回全国ヤングバレーボールクラブ男女優勝大会
都築　るな 第１８回全国ヤングバレーボールクラブ男女優勝大会
大澤　玲斗 平成27年度関東高等学校体育大会　ボクシング競技
浅越　治子 第31回全日本シニアバドミントン選手権大会
高橋　周智 全日本社会人ソフトテニス選手権大会
福島　和三 第２８回埼玉県民総合体育大会　弓道競技

氏名等 大　会　名
湯本麻裟斗 第３7回全国JOCジュニアオリンピックカップ春季水泳競技大会
北村麻友子 第58回小学生中学生全国空手道選手権大会
植野　彩子 2015全国選抜ジュニアテニス選手権関東予選大会
尾関　大地 第３８回全国JOCジュニアオリンピックカップ夏季水泳競技大会
濟藤　心楓 全国道場少年剣道大会
倉持　果奈 第32回全日本ソフトテニス選手権大会
小室　来実 第９回スポーツ少年団関東小学生ソフトテニス交流大会
田中　千夏 第９回スポーツ少年団関東小学生ソフトテニス交流大会
矢島　朋貴 第９回スポーツ少年団関東小学生ソフトテニス交流大会
辻本　　壮 第９回スポーツ少年団関東小学生ソフトテニス交流大会
今野　優斗 第９回スポーツ少年団関東小学生ソフトテニス交流大会
鈴木　海里 第９回スポーツ少年団関東小学生ソフトテニス交流大会
吉野　みこ 第31回埼玉県なぎなた大会
坂巻　周吾 東アジアリトルシニア野球宮崎大会
大谷　朋輝 文部科学大臣旗争奪はまなす杯第9回全国中学生空手道選抜大会
石川　寛己 第46回全国中学校柔道大会
飯泉　晴也 平成２７年度第４０回関東中学校剣道大会
白石　　渉 平成２７年度第４０回関東中学校剣道大会
江田　雄紀 平成２７年度第４０回関東中学校剣道大会
石田　剛人 平成２７年度第４０回関東中学校剣道大会
濱村　拓磨 平成２７年度第４０回関東中学校剣道大会
長谷　真生 平成２７年度第４０回関東中学校剣道大会
髙野　　誠 平成２７年度第４０回関東中学校剣道大会
伴田　大弥 平成27年度第53回全国高等学校ライフル射撃競技選手権大会

　　　　　　　　　　　　　　　詳しくは 詩秘書広報課桶川市表彰

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　詳しくは 詩産業観光課技能功労者表彰

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　詳しくは 詩スポーツ振興課スポーツ功労顕彰

市制施行45周年記念

平成27年度 桶川市表彰式典
　11月７日㈯、桶川市の市制施行45周年を記念して、「平成27年度桶川市表彰式典」が行われました。
当日は、市政の振興・公共の福祉の増進などに貢献された84名、６団体の方々が「桶川市表彰」とし
て表彰され、技能の向上と後進の育成などに貢献された５名の方々が「技能功労者表彰」として表彰
されました。
　また、顕彰として、全国大会、関東大会などの各種スポーツ大会において、優秀な成績を収めた32
名の方々へ「スポーツ功労顕彰」を、文化芸術の分野における活動において優れた実績を収めた38名
の方々へは「青少年文化活動奨励顕彰」をお贈りしました。

　表彰者名簿（敬称略）

上尾地方地域安全推進連絡協議会桶川支部 地域の防犯活動
上尾地方地域安全推進連絡協議会加納支部 地域の防犯活動
上尾地方地域安全推進連絡協議会川田谷支部 地域の防犯活動

氏名等 職　種
渡辺とよ子 美容業
原口　芳郎 空調ダクト工事業
金子　　隆 内装仕上げ工事業
池邊　敏行 給排水設備工事業
岩﨑　宏行 畳業

　表彰者名簿（敬称略）

　贈呈者名簿（敬称略）
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氏名等 事　績
臼田　喜之 市議会議員
佐藤　　洋 市議会議員
島村美貴子 市議会議員
永野　朋子 市議会議員
岡野千枝子 教育委員会委員
秋山　有世 選挙管理委員
嶋津　澄子 選挙管理委員
柳川　達郎 選挙管理委員
小峯　帝女 国民健康保険運営協議会委員
島村　弘子 国民健康保険運営協議会委員
望月　　基 国民健康保険運営協議会委員
天沼夕希子 スポーツ推進委員
長島　房子 スポーツ推進委員
森　　昌昭 スポーツ推進委員
築根　伸二 スポーツ推進委員及び体育協会参与
阿部　泰之 介護認定審査会委員
天沼　眞弓 介護認定審査会委員
梅津　　聡 介護認定審査会委員
中嶋ノブ子 介護認定審査会委員
中野　佳子 介護認定審査会委員
比留間郁男 介護認定審査会委員
柳原　隆志 介護認定審査会委員
山瀬　　亮 介護認定審査会委員
養田　純子 介護認定審査会委員
大野　　司 障害者介護給付費等審査会委員
吉村　晃一 障害者介護給付費等審査会委員
坂本　久子 障害者介護給付費等審査会委員
栗原　広孝 地域包括支援センター運営協議会委員
黒須　一夫 区長
髙橋　芳男 区長
新島　光明 区長
伊井　輝之 区長・区長代理
加藤　　進 区長・区長代理
塩川　孝雄 区長・区長代理
柴田　良夫 区長・区長代理
野本　勝利 区長・区長代理
細谷　良作 区長・区長代理
山下　　茂 区長・区長代理
天沼　隆志 区長代理
新井　敏夫 区長代理
市川　正男 区長代理
岩﨑　伸二 区長代理
大野　和洋 区長代理
大籏眞理子 区長代理
加藤　政男 区長代理
齋藤　次夫 区長代理
進藤　　進 区長代理
鈴木麻理子 区長代理
中田　　進 区長代理
仲又　幸則 区長代理
中村　　祐 区長代理
野津　悦雄 区長代理
橋本　　公 区長代理
早川　宜伸 区長代理
深谷　健司 区長代理
藤野　　毅 区長代理
益田由紀子 区長代理及び民生委員・児童委員
小川　淳子 統計調査員
小澤　京子 統計調査員及び民生委員・児童委員
笠原　秋雄 統計調査員
小池　司尚 統計調査員
清水　純子 統計調査員
吉田　宏江 統計調査員
渡邉二三雄 消防団副団長
秋山　澄子 民生委員・児童委員
荒井貴枝子 民生委員・児童委員
飯野　公子 民生委員・児童委員

氏名等 事　績
臼田恵美子 民生委員・児童委員
江森　　忍 民生委員・児童委員
大川　和江 民生委員・児童委員
小池　光雄 民生委員・児童委員
小林　卓爾 民生委員・児童委員
櫻木　優子 民生委員・児童委員
菅原　三彌 民生委員・児童委員
鈴木　武彦 民生委員・児童委員
鈴木　雪子 民生委員・児童委員
須永伊美子 民生委員・児童委員
髙木　正章 民生委員・児童委員
髙塚　一子 民生委員・児童委員
田中　昌位 民生委員・児童委員
田吹　唯子 民生委員・児童委員
千代加代子 民生委員・児童委員
東條　律子 民生委員・児童委員
中林　義正 民生委員・児童委員
松田　博子 民生委員・児童委員
松本　英俊 民生委員・児童委員
市田　　清 人権擁護委員
冨士原秀子 人権擁護委員
新井　洋臣 保護司
稲元　　剛 保護司
塩澤　紀子 保護司
山中　敏正 保護司
石井　延美 交通指導員
奥村　純美 交通指導員
小髙恵美子 交通指導員
金子　則子 交通指導員
上　　佐良 交通指導員
小林　英子 交通指導員
辻　　展子 交通指導員
濱田　悦子 交通指導員
堀　　雅子 交通指導員
水村　　豊 交通指導員
山下　　享 交通指導員
吉田　美香 交通指導員
新井　暢剛 スポーツ少年団指導者
足立　剛之 スポーツ少年団指導者
岩崎　　尚 スポーツ少年団指導者
内田　拓矢 スポーツ少年団指導者
江畑　　茂 スポーツ少年団指導者
小笠原一隆 スポーツ少年団指導者
加藤　　裕 スポーツ少年団指導者
喜多　章雅 スポーツ少年団指導者
熊谷　英明 スポーツ少年団指導者
古藤　健明 スポーツ少年団指導者
小村　研造 スポーツ少年団指導者
小山正二郎 スポーツ少年団指導者
五島　一則 スポーツ少年団指導者
島村　智樹 スポーツ少年団指導者
福嶋　　敬 スポーツ少年団指導者
元場　博之 スポーツ少年団指導者
安田　　徹 スポーツ少年団指導者
吉山　浩幸 スポーツ少年団指導者
川邉　　昭 商工会理事
島村　　寿 商工会理事

政輝　　靖 青少年健全育成市民会議委員
及び体育協会常任理事

松川　義一 体育協会副会長
安藤　恭治 体育協会常任理事
岩上　京子 体育協会常任理事
根本　　昇 体育協会常任理事
半田　國雄 体育協会常任理事
比護喜美子 体育協会常任理事
山田　智弘 体育協会常任理事
大塚惠美子 レクリエーション協会理事

氏名等 事　績
市川　信行 べに花生産組合組合員
岩﨑チヱ子 べに花生産組合組合員
内田　紀成 べに花生産組合組合員
栗原　弥市 べに花生産組合組合員
小島　槇子 べに花生産組合組合員
小峯耕一郎 べに花生産組合組合員
坂巻　幸江 べに花生産組合組合員
坂巻たか子 べに花生産組合組合員
柴﨑　正夫 べに花生産組合組合員
嶋田　三郎 べに花生産組合組合員
清水　　清 べに花生産組合組合員
白根　行枝 べに花生産組合組合員
染谷　一郎 べに花生産組合組合員
髙栁　美津 べに花生産組合組合員
滝沢　和一 べに花生産組合組合員
廿樂　東治 べに花生産組合組合員
廿樂まさよ べに花生産組合組合員
中村　喜一 べに花生産組合組合員
野本　治重 べに花生産組合組合員
栗原　昭男 徴収事務指導員
藤沢　久男 桶川全国ふるさと祭り実行委員長
鍛冶屋　勇 桶川全国ふるさと祭り副実行委員長
黒沢　久二 青色申告会会長
橘川　真一 市への寄附
鈴木　　茂 市への寄附
朝日一・二丁目自治会 防犯ボランティア
天沼地区自治会防犯 防犯ボランティア
泉一丁目町会 防犯ボランティア
泉二丁目町会 防犯ボランティア
市場自治会防犯パトロール 防犯ボランティア
柏原自治会防犯パトロール 防犯ボランティア
加納武蔵野台自治会 防犯ボランティア
上日出谷西部防犯ボラン
ティア会 防犯ボランティア

上日出谷北部防犯ボラン
ティア会 防犯ボランティア

鴨川一丁目北町会 防犯ボランティア
狐塚団地防犯パトロール 防犯ボランティア
倉田南部団地自治会 防犯ボランティア
警察福祉協会上尾支部桶川班 防犯ボランティア
寿一丁目町会 防犯ボランティア
寿二丁目町会 防犯ボランティア
坂田東部自治会 防犯ボランティア
坂田堀の内自治会 防犯ボランティア
下日出谷自主防災会安全
防犯西部地区 防犯ボランティア

下日出谷自主防災会安全
防犯東部地区 防犯ボランティア

下日出谷北部自治会 防犯ボランティア
末広一丁目町会 防犯ボランティア
末広三丁目町会 防犯ボランティア
竹ノ内自治会防犯パトロール 防犯ボランティア
東観団地自治会 防犯ボランティア
殿山団地自治会 防犯ボランティア
西一丁目町会 防犯ボランティア
西二丁目町会 防犯ボランティア
パークタウン若宮あかしや自治会 防犯ボランティア
パークタウン若宮わかくさ自治会 防犯ボランティア
東一丁目町会 防犯ボランティア
東二丁目自治会 防犯ボランティア
三ツ木自治会防犯パトロール 防犯ボランティア
南二丁目町会 防犯ボランティア
若宮一丁目防犯パトロール隊 防犯ボランティア
川口信用金庫 市への寄附
株式会社トーハン　トーハン
従業員組合桶川支部 市への寄附

有限会社　丸富製麺 市への寄附
榎本会計事務所　三幸会 市への寄附

　　　　　　　　　　　　　　　　　詳しくは 詩秘書広報課桶川市感謝状
　平成27年度桶川市
表彰式典において、
市制施行45周年を記
念し、市政の発展と
地方自治の振興など
に貢献された158名
38団体の方々へ感謝
状をお贈りしました。
　また、当日は「桶
川市民吹奏楽団」と
「桶川百店会」の皆
さんに演奏いただき、
会場は大変盛り上が
りました。

※贈呈者については
　次ページ参照

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　詳しくは 詩生涯学習文化財課青少年文化活動奨励顕彰

氏名等 コンクール等
小峯穂乃花 埼玉県書きぞめ中央展覧会　特選
新倉　万央 埼玉県硬筆中央展覧会

埼玉県書写書道教育連盟賞
細田　優衣 埼玉県書きぞめ中央展覧会

埼玉県書写書道教育連盟賞
清野　　碧 埼玉県硬筆中央展覧会　さいたま市長賞
鈴木　舞愛 埼玉県書きぞめ中央展覧会　特選
大塚　春佳 埼玉県書きぞめ中央展覧会

埼玉県書写書道教育連盟賞
岩﨑　琴稟 埼玉県硬筆中央展覧会

埼玉県書写書道教育連盟賞
田島　佳奈 埼玉県硬筆中央展覧会

さいたま市教育委員会教育長賞
西部　璃子 第１１回児童絵画作品コンクール～こんなトラック

あったらいいな～　埼玉新聞社社長賞
川端　　伶 第１１回児童絵画作品コンクール～こんなトラック

あったらいいな～　埼玉県警察本部長賞
大野真奈美 埼玉県書きぞめ中央展覧会　推薦
笹代　桃香 埼玉県書きぞめ中央展覧会

埼玉県書写書道教育連盟賞
北澤　　彩 埼玉県硬筆中央展覧会　推薦
三枝　　翠 埼玉県硬筆中央展覧会　特選
宇野澤　皇 県民の日記念絵画コンクール　知事賞
倉持　　結 埼玉県硬筆中央展覧会　特選
小髙　雅宜 埼玉県硬筆中央展覧会　特選
髙杉　一葉 埼玉県硬筆中央展覧会　特選
山本　　匠 埼玉県硬筆中央展覧会　特選
塚田　桃加 埼玉県硬筆中央展覧会　特選
山田　咲季 埼玉県硬筆中央展覧会　特選
足立実菜子 埼玉県硬筆中央展覧会　特選
齋藤彩有花 全国中学生人権作文コンテスト埼玉県大会　優秀賞 
伊東　　楓 埼玉県読書感想文コンクール　特選

氏名等 コンクール等
武井　理央 埼玉県硬筆中央展覧会　特選
神野　友里 埼玉県硬筆中央展覧会　特選
三上　遥香 薬物乱用防止ポスターコンクール

埼玉県薬剤師会長賞
大谷瑛里奈 埼玉県書きぞめ中央展覧会　特選
大沢　優奈 埼玉県書きぞめ中央展覧会　推薦
岩崎　真子 埼玉県書きぞめ中央展覧会　推薦
新井　七海 埼玉県書きぞめ中央展覧会　推薦
藤村　南美 埼玉県書きぞめ中央展覧会

埼玉県書写書道教育連盟賞
西永三和子 埼玉県書きぞめ中央展覧会

埼玉県書写書道教育連盟賞
谷口由希香 薬物乱用防止ポスターコンクール

埼玉県薬剤師会長賞
大塚　俊輔 埼玉県硬筆中央展覧会　推薦
須田　奏絵 埼玉県芸術文化祭第２３回中学生作品コン

クール（書道部門）　知事賞
林　　寧々 児童生徒きりえ作品展（全国）　佳作
大澤　玲奈 埼玉県硬筆中央展覧会　特選

　贈呈者名簿（敬称略）

　贈呈者名簿（敬称略）

※昨年度の受賞者が対象となっています。
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地方債（未償還元金）現在高

一般会計歳出決算

一般会計における市民の税負担状況
平成27年３月31日現在　人口 75,130人

※上段は収入総額、下段は市民１人あたりの負担額

市　税

➡
市民税 固定資産税 軽自動車税

10,128,600千円
134,814円

4,834,404千円
64,347円

4,043,944千円
53,826円

92,890千円
1,236円

市たばこ税 都市計画税 特別土地保有税
450,141千円

5,992円
707,221千円

9,413円
0円
0円

●都市計画税は、都市計画事業などの費用に充てることを目的とした市税で、市街化
区域内の土地・家屋に対して課税されています。平成26年度は、市内で実施されてい
る都市計画道路整備事業、土地区画整理事業、公共下水道整備事業などに使われました。
●消費税率の引き上げ分は、地方税法の規定に基づき、社会保障施策経費に使われました。

こ
の
よ
う
に

使
わ
れ
ま
し
た

一般会計歳入決算
区 分 決算額（千円）

市 税 10,128,600
国 庫 支 出 金 3,264,523
市 債 2,807,033
地 方 交 付 税 1,854,586
県 支 出 金 1,288,979
繰 入 金 942,176
地 方 消 費 税 交 付 金 735,507
繰 越 金 488,183
諸 収 入 459,998
分 担 金 及 び 負 担 金 230,814
使 用 料 及 び 手 数 料 223,080
地 方 譲 与 税 157,242
配 当 割 交 付 金 78,682
地 方 特 例 交 付 金 57,516
株式等譲渡所得割交付金 48,136
自動車取得税交付金 30,512
利 子 割 交 付 金 17,403
財 産 収 入 13,495
交通安全対策特別交付金 10,530
寄 附 金 9,372

合　　　　計 22,846,367

区　分 決算額
（千円）

市民１人あ
たりに使わ
れた額（円）

区　分 決算額
（千円）

市民１人あ
たりに使わ
れた額（円）

民 生 費 8,517,704 113,373 議 会 費 228,456 3,041
総 務 費 3,289,070 43,778 商 工 費 146,123 1,945
土 木 費 2,598,145 34,582 労 働 費 109,185 1,453
教 育 費 2,348,301 31,256 農林水産業費 96,430 1,284
公 債 費 2,163,647 28,799 災害復旧費 1,392 19
衛 生 費 1,633,418 21,741

合　計 22,120,269 294,427
消 防 費 988,398 13,156

特別会計歳入歳出決算
区　　　分 予算現額 歳　入 歳　出 歳入歳出差引

国 民 健 康 保 険
特 別 会 計 8,198,382 8,458,389 7,965,094 493,295

公共下水道事業
特 別 会 計 1,757,285 1,744,833 1,687,035 57,798

介 護 保 険
特 別 会 計 4,308,014 4,334,062 4,226,147 107,915

後期高齢者医療
特 別 会 計 804,426 807,277 801,423 5,854

合　　　計 15,068,107 15,344,561 14,679,699 664,862

 （単位：千円）
　

平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
当
初
予
算

で
歳
入
歳
出
と
も
２
１
１
億
２
，
０
０
０
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
６
回
の
補
正
を
行
い
、
最

終
予
算
額
は
２
１
７
億
５
，
４
３
７
万
１
千
円
と
な

り
ま
し
た
。
平
成
25
年
度
か
ら
継
続
し
て
い
る
事

業
費
が
13
億
６
，
２
９
７
万
３
千
円
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
れ
を
加
え
る
と
、
最
終
的
に
２
３
１
億
１
，
７
３

４
万
４
千
円
の
予
算
現
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
予
算
に
対
す
る
決
算
額
は
、
歳
入
２
２
８

億
４
，
６
３
６
万
７
千
円
、
歳
出
２
２
１
億
２
，
０

２
６
万
９
千
円
で
、
差
し
引
き
７
億
２
，
６
０
９

万
８
千
円
の
形
式
収
支
と
な
り
、
こ
の
う
ち
平
成

27
年
度
へ
継
続
事
業
分
と
し
て
繰
り
越
す
財
源
９
，

１
２
４
万
５
千
円
を
差
し
引
き
、
６
億
３
，
４
８
５

万
３
千
円
の
実
質
収
支
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
と
は
、
国
民
健
康
保
険
や
公

共
下
水
道
事
業
な
ど
特
定
の
事
業
を
行
う

た
め
、
一
般
会
計
と
区
分
し
て
経
理
さ
れ

る
会
計
で
す
。
四
つ
の
特
別
会
計
の
決
算

額
は
歳
入
１
５
３
億
４
，４
５
６
万
１
千
円
、

歳
出
１
４
６
億
７
，
９
６
９
万
９
千
円
で

あ
り
、
差
し
引
き
６
億
６
，
４
８
６
万
２

千
円
の
形
式
収
支
と
な
り
ま
し
た
。
会
計

別
の
決
算
状
況
は
、
表
の
と
お
り
で
す
。

内
訳
は
、
表
の

と
お
り
で
す
。

　

歳
入
の
ト
ッ
プ
は
市
税
で
、

歳
入
全
体
の
約
44
％
を
占
め

て
い
ま
す
。
以
下
、
国
庫
支
出

金
（
国
が
市
町
村
に
使
い
み
ち

を
特
定
し
て
、
負
担
金
、
補
助

金
な
ど
の
名
称
で
交
付
す
る
）、

市
債
（
あ
る
仕
事
を
す
る
た
め

に
市
町
村
が
す
る
借
金
で
、
返

済
が
複
数
年
度
の
も
の
）、
地

方
交
付
税
（
所
得
税
、
法
人
税
、

酒
税
、
消
費
税
な
ど
の
そ
れ
ぞ

れ
一
定
割
合
額
を
国
が
交
付

す
る
）、
県
支
出
金
（
県
が
市

町
村
に
使
い
み
ち
を
特
定
し
て
、

負
担
金
、
補
助
金
な
ど
の
名
称

で
交
付
す
る
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

内
訳
は
、
表
の
と
お

り
で
す
。（
左
欄
は
支
出

総
額
、右
欄
は
市
民
１
人
当
た
り
の
金
額
）

　

歳
出
の
ト
ッ
プ
は
、
民
生
費
（
社
会

福
祉
や
児
童
福
祉
な
ど
の
経
費
）、
次
に
、

総
務
費
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
、
市
民

安
全
対
策
な
ど
に
関
す
る
経
費
）
や
土

木
費
（
道
路
、
土
地
区
画
整
理
や
公
園

な
ど
の
都
市
基
盤
整
備
を
行
う
た
め
の

経
費
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計

特
別
会
計

1. 健全化判断比率
区　分 桶　川　市 ⑥早期健全化基準 ⑦財政再生基準

①実質赤字比率 ― 12.92％ 20.0％
②連結実質赤字比率 ― 17.92％ 30.0％
③実質公債費比率 4.8％  25. 0％ 35.0％
④将来負担比率 20.0％ 350. 0％
2. 資金不足比率（公営企業会計）

区　分 会　計　名 桶　川　市 ⑧経営健全化基準

⑤資金不足比率 公共下水道事業
特 別 会 計 － 20.0％

　「地方公共団体の財政の健
全化に関する法律」により、
平成26年度決算に基づき算
定された財政の健全化判断比
率および資金不足比率につい
て、次のとおりお知らせします。
※実質赤字比率、連結実質赤字比率、
資金不足比率は、赤字額や資金不足
額が生じない場合は数値ではなく、
「－」で表示されます。

財政の健全化判断比率および資金不足比率を公表します

《
平
成
26
年
度
決
算
の
概
要
》

　
市
で
は
、
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
の
使
わ
れ
方
を
お
知

ら
せ
す
る
た
め
に
、
毎
年
７
月
と
12
月
に
財
政
状
況
を
公

表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
26
年
度
決
算
の
概
要
と

平
成
27
年
度
上
半
期（
平
成
27
年
４
月
１
日
～
９
月
30
日
）

の
予
算
執
行
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詳
し
く
は
詩
財
政
課

　
　
　
　
　
　

①実質赤字比率
　一般会計（主に税金を活用して行う福祉、道路、教育などの事
業）における赤字の大きさを示しています。黒字の場合は、
「―」で表示します。
②連結実質赤字比率
　市全体の赤字の大きさを示しています。黒字の場合は、「―」
で表示します。市全体の財政状況を判断することができます。
③実質公債費比率
　市全体の借入金などの今年の返済額の大きさを示しています。
家計に例えると、収入のうち借金の返済にどの程度充ててい
るかを表すものです。
④将来負担比率
　借入金の残高など今後支払わなければならないものの大きさ
を示しています。家計に例えると、借金などの負債が標準的
な年収の何年分あるのかを表しています。

⑤資金不足比率
　公営企業（桶川市は、公共下水道事業特別会計が該当しま
す。）の資金不足額の事業規模に対する比率です。資金不足
がない場合は、「―」で表示します。

⑥早期健全化基準
　財政状態として注意が必要な基準。健全化判断比率の１つ
でも早期健全化基準を上回ると、議会の議決を経て財政健
全化計画の策定が義務付けられます。

⑦財政再生基準
　市としての再生が必要な基準。財政再生基準を上回ると、議
会の議決を経て財政再生計画の策定が義務付けられます。

⑧経営健全化基準
　早期健全化基準に相当するもので、公営企業の資金不足比
率がこの基準を上回ると、経営健全化計画の策定が義務付
けられます。

用
語
の
説
明

区 分 土地（㎡） 建物（㎡）

庁 舎 4,191.96 3,253.45

その他の 
公用財産

消 防 施 設 1,366.80 640.15
その他の施設 18,966.26 5,603.59

公 共 用
財 産

学 校 254,128.03 78,973.52
公 園 215,584.42 571.61
その他の施設 221,107.66 44,615.65

普 通 財 産 162,450.77 1,104.16

合 計 877,795.90 134,762.13

（平成27年３月31日現在）公有財産

臨時財政対策債
110億1,538万2千円

（37.6%）

土木債
57億5,981万5千円

（19.7%）

公共下水道特別会計債
71億167万3千円

（24.2%）

教育債
10億8,876万
5千円（3.7%）

その他
15億3,740万円

（5.2%）

総務債
 28億197万円

（9.6%）

（平成27年３月31日現在）総額 293億500万円

平成26年度
決算

　
財
政
状
況
の
公
表
　
　
　
　
　

歳
入

歳
出
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会 計 名 予算現額（千円） 収入済額（千円） 収入率（％） 支出済額（千円） 執行率（％）

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 9,156,494 3,708,344 40.5 4,203,029 45.9
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 2,150,062 327,874 15.2 609,997 28.4
介 護 保 険 特 別 会 計 4,711,922 1,703,318 36.1 1,792,541 38.0
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 867,378 283,050 32.6 282,315 32.5

合　　　　　計 16,885,856 6,022,586 35.7 6,887,882 40.8

上
半
期
の

　
予
算
執
行
状
況

　
上
半
期
に
は
、
駅
西
口
図
書
館
整
備
事
業
、
九
都
県
市

合
同
防
災
訓
練
事
業
、（
仮
称
）
道
の
駅
お
け
が
わ
整
備
推

進
事
業
、
駅
東
口
整
備
事
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　市では、平成26年度の決算に基づき、これまでの市の行政活動によってどれだけの資産（道路や学校
などの施設や土地など）を形成し、今後どれだけの債務（借金など）を負担していかなければならないの
かを表したバランスシート（貸借対照表）を作成しました。
　対象としたのは、平成26年度の普通会計であり、国民健康保険や下水道など特定の収入で特定の支出
を賄う特別会計は除いています。
　作成基準日は、平成26年度会計の末日である平成27年３月31日とし、左側には市が所有している資産を、
右側には市が将来返済すべき負債をそれぞれ記入し、その差額（資産－負債）を純資産として、負債の下
に記載しています。

資 産（将来の世代に残る財産） 負 債

１．公共資産 １．固定負債
（１）生活インフラ 35,452,776 471,886 （1）地方債 20,035,900 266,683 （２）教　　育 21,784,959 289,964 
（３）福　　祉 2,018,995 26,873 （2）長期未払金 2,025,180 26,956 （４）環境衛生 2,191,427 29,168 
（５）産業振興 1,742,967 23,199 （3）退職給与引当金 2,799,366 37,260 （６）消　　防 377,694 5,027 
（７）総　　務 11,003,540 146,460 　 固 定 負 債 合 計 24,860,446 330,899 （８）そ の 他 2,000 27 

公 共 資 産 合 計 74,574,358 992,604 
２．投資等 ２．流動負債

（１）投資及び出資金 286,194 3,809 （1）翌年度
　　償還予定地方債（２）貸 付 金 1,653,549 22,009 2,167,432 28,849 

（３）基 金 等 3,878,036 51,618 （2）未払金 552,641 7,356 
（４）長期延滞債権 127,724 1,700 （3）賞与引当金 207,899 2,767 

投 資 等 合 計 5,945,503 79,136 　 流 動 負 債 合 計 2,927,972 38,972 
3．流動資産

負 債 合 計 27,788,418 369,871 （１）現金預金
① 財政調整基金 1,723,363 22,938 純資産② 歳計現金 726,098 9,665 
現 金 預 金 計 2,449,461 32,603 １．国県支出金等 12,642,225 168,271 

（2）未 収 金 64,825 863 ２．一般財源等 42,603,504 567,064 
流 動 資 産 合 計 2,514,286 33,466 純 資 産 合 計 55,245,729 735,335 

資 産 合 計 83,034,147 1,105,206 負 債・純 資 産 合 計 83,034,147 1,105,206 
注）数値は、表示単位未満を四捨五入しているため、合計と一致しないことがあります。

残　　高
（単位：千円）

市民一人当たり残高
（単位：円）

残　　高
（単位：千円）

市民一人当たり残高
（単位：円）

【
総
　
括
】

　
　
「
資
産
」
は
、
約
８
３
０
億
円
で
、
こ
れ
に

対
応
す
る
も
の
と
し
て
将
来
返
済
が
必
要
な

「
負
債
」
が
約
２
７
８
億
円
、
返
済
を
要
し
な

い
「
純
資
産
」
が
約
５
５
２
億
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。「
資
産
」
に
対
す
る
割
合
は
「
負
債
」

が
約
３
割
、「
純
資
産
」
が
約
７
割
と
な
っ
て

い
ま
す
。
学
校
や
道
路
な
ど
の
社
会
資
本
を
現

在
ま
で
の
世
代
が
負
担
し
て
い
る
割
合
が
約
７

割
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
資
　
産
】

　
　
こ
れ
ま
で
に
市
が
取
得
・
整
備
し
て
き
た
土

地
や
施
設
、
現
金
や
預
金
な
ど
の
資
産
の
状
況

を
表
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
民
の
財
産
と

し
て
将
来
に
わ
た
っ
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
も
の
で
す
。

【
負
　
債
】

　
　
将
来
に
わ
た
っ
て
返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
地
方
債
（
市
の
借
金
）
な
ど
の
負
債
を
表
し

て
い
ま
す
。
負
債
は
、
平
成
28
年
度
以
降
に
支

払
う
固
定
負
債
と
平
成
27
年
度
に
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
流
動
負
債
を
合
せ
て
約
278
億
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
純
資
産
】

　
　
資
産
を
形
成
す
る
た
め
に
調
達
し
た
資
金
の

う
ち
、
こ
れ
ま
で
に
皆
さ
ん
が
負
担
し
、
将
来

返
済
の
必
要
が
な
い
お
金
を
表
し
て
い
ま
す
。

国
・
県
か
ら
の
補
助
金
や
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
な
ど
を
一
般
財
源
な

ど
に
分
類
し
て
い
ま
す
。

　
注
こ
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
「
総
務
省
方
式　

　
改
訂
モ
デ
ル
」
に
基
づ
き
作
成
し
ま
し
た
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
概
要

バランスシートを作成しました

こ
れ
ま
で
に
道
路
や
公
園
、

学
校
な
ど
を
建
設
す
る
た

め
の
財
源
と
し
て
、市
が
国

や
銀
行
な
ど
か
ら
借
り
て

い
る
お
金
の
残
高
で
す
。

け
や
き
文
化
財
団
、桶
川
市
施

設
管
理
公
社
な
ど
関
係
団
体
へ

の
出
資
金
や
、庁
舎
建
設
な
ど

の
特
定
の
目
的
の
た
め
に
積
み

立
て
て
い
る
資
金
で
す
。

年
度
末
に
在
職
す
る
職
員

が
全
員
退
職（
年
度
末
に
実

際
に
退
職
し
た
職
員
を
除

く
）し
た
場
合
の
退
職
金
の

推
計
値
で
す
。

こ
れ
ま
で
に
道
路
や
公
園
、学
校
な

ど
を
建
設
す
る
た
め
に
使
っ
た
お

金
の
う
ち
、国
や
県
か
ら
補
助
金
と

し
て
も
ら
っ
た
も
の
や
、税
金
な
ど

の
市
の
お
金
の
総
額
で
す
。

現
金
な
ど
の
ほ
か
、必
要
な
と

き
に
す
ぐ
に
現
金
化
で
き
る
基

金
や
、市
税
な
ど
市
に
収
め
て

も
ら
う
お
金
の
う
ち
ま
だ
収
入

さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
す
。

道
路
、学
校
、公
園
な
ど
建
設
的
な
事

業
に
使
わ
れ
た
お
金
の
総
額
で
す
。

建
物
な
ど
は
減
価
償
却（
価
値
を
見
直

す
）を
し
て
い
ま
す
。
土
地
は
、買
っ

た
時
の
価
格
で
計
上
し
て
い
ま
す
。

バランスシート（平成27年3月31日現在）　人口 75,130人

（資産形成のため調達した資金で、
　返済の必要がないもの）

平成27年度上半期　一般会計歳入歳出状況

区 分 予算現額（千円） 上半期収入済額（千円） 収入率（％）
市 税 10,043,551 3,357,729 33.4
地 方 譲 与 税 171,000 48,083 28.1
利 子 割 交 付 金 21,000 8,550 40.7
配 当 割 交 付 金 50,000 11,784 23.6
株式等譲渡所得割交付金 24,000 0 0.0
地 方 消 費 税 交 付 金 1,027,000 703,553 68.5
自 動 車 取 得 税 交 付 金 37,000 15,571 42.1
地 方 特 例 交 付 金 55,318 55,318 100.0
地 方 交 付 税 1,891,713 1,270,620 67.2
交通安全対策特別交付金 9,500 5,918 62.3
分 担 金 及 び 負 担 金 158,441 93,042 58.7
使 用 料 及 び 手 数 料 306,416 138,271 45.1
国 庫 支 出 金 3,637,357 1,485,246 40.8
県 支 出 金 1,457,361 268,256 18.4
財 産 収 入 17,783 1,750 9.8
寄 附 金 33 1,025 3,106.1
繰 入 金 655,844 0 0.0
繰 越 金 408,671 408,671 100.0
諸 収 入 832,896 128,962 15.5
市 債 2,926,714 0 0.0

合　　　　　計 23,731,598 8,002,349 33.7

歳　入

区 　 　 　 分 予算現額（千円） 上半期支出済額（千円） 執行率（％）
議 会 費 230,001 113,618 49.4
総 務 費 3,928,000 1,207,191 30.7
民 生 費 8,513,352 3,041,099 35.7
衛 生 費 1,761,007 611,938 34.7
労 働 費 118,348 94,765 80.1
農 林 水 産 業 費 93,595 62,243 66.5
商 工 費 294,782 183,754 62.3
土 木 費 3,211,020 625,249 19.5
消 防 費 1,016,350 458,503 45.1
教 育 費 2,139,304 728,249 34.0
災 害 復 旧 費 2,559 1,115 43.6
公 債 費 2,399,198 1,096,079 45.7
諸 支 出 金 1 0 0.0
予 備 費 24,081 0 0.0

合　　　　　計 23,731,598 8,223,803 34.7

歳　出

平成27年度　上半期特別会計歳入歳出状況

（将来の世代が負担する債務で、
　今後支払が見込まれる金額）

平成

27
年度
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　市役所などでは、例年どおり年末から年始にかけてお休みとなります。
　年末には、窓口などが大変混雑しますので、ご用のある場合は早めに
済ませていただくよう、ご協力をお願いします。

施　設　名 休業日・休館日 問　合　せ

市 役 所 12月29日㈫～平成28年1月3日㈰ 総務課
☎786－3211

公 民 館
12月28日㈪～平成28年1月4日㈪
※平成28年3月28日㈪～4月4日㈪分の予約は、1
月5日㈫からです。

桶川公民館
☎772－3888

市 立 図 書 館
川 田 谷 分 室

12月28日㈪～平成28年1月4日㈪
※上記期間中、市民活動サポートセンターのブック
ポストはお休みです。本の返却は、図書館のブック
ポストをご利用ください。ただし、CDの返却は、

　直接窓口へお願いします。

市立図書館
☎771－0303

駅 西 口 図 書 館
平成28年1月1日㈮～1月3日㈰
※上記期間中、駅のブックポストはお休みです。本の返
却は駅西口図書館のブックポストをご利用ください。

　ただし、CDの返却は、直接窓口へお願いします。

駅西口図書館
☎786－6353

歴 史 民 俗 資 料 館 12月27日㈰～平成28年1月5日㈫ 歴史民俗資料館
☎786－4030

❖桶川サン・アリーナ
❖総 合 運 動 場
❖舎人スポーツ・パーク
❖新小針領家グラウンド

　（Ａ面・Ｂ面）

12月29日㈫～平成28年1月3日㈰
※平成28年3月29日㈫～31日㈭分の予約受付開始
日は12月28日㈪、平成28年4月1日㈮～3日㈰
分の予約受付開始日は平成28年1月4日㈪となり
ます。

（公財）桶川市施設管理公社
（桶川サン･アリーナ内）
☎787－5111
舎人スポーツ・パーク
☎728－7510

勤 労 青 少 年 ホ ー ム
（ さ く ら フ レ ン ド ）
勤 労 福 祉 会 館

12月29日㈫～平成28年1月3日㈰

勤労青少年ホーム
☎728－3393
勤労福祉会館
☎773－1122

老 人 福 祉 セ ン タ ー 12月29日㈫～平成28年1月3日㈰ 老人福祉センター
☎728－1122

市 民 活 動
サ ポ ー ト セ ン タ ー 12月28日㈪～平成28年1月4日㈪ 市民活動サポートセンター

☎786－2400
市 民 ホ ー ル
さ い た ま 文 学 館

改修工事のため年内は休館となります。
平成28年1月5日㈫から通常開館となります。

市民ホール
☎789－1113

べ に 花 ふ る さ と 館 12月28日㈪～平成28年1月4日㈪ べに花ふるさと館
☎729－1611

年末年始の業務のお知らせ

年末年始のごみ収集業務のお知らせ

区　　分
JR高崎線の東側地区 JR高崎線の西側地区

●12月31日～平成28年1月3日
は、収集業務は休みとなります。

●ごみは計画的に出し、年末年始
に集中しないようにご協力をお
願いします。

●ごみを出す前に分別表をよく見
て、決められたものを決められ
た日に出してください。

本年の最終日 翌年の初日 本年の最終日 翌年の初日
燃 や せ る ご み 12月30日㈬ １月４日㈪ 12月29日㈫ １月５日㈫
プラスチックごみ 12月29日㈫ １月５日㈫ 12月30日㈬ １月７日㈭
金属・ガラス・乾電池ごみ 12月25日㈮ １月15日㈮ 12月28日㈪ １月11日（月・祝）
そ の 他 の ご み 12月16日㈬ １月20日㈬ 12月９日㈬ １月13日㈬
紙製の容器と包装紙 12月18日㈮ １月８日㈮ 12月21日㈪ １月４日㈪
古着・新聞紙・雑誌・
ダンボール・紙パック 12月19日㈯ １月９日㈯ 12月26日㈯ １月16日㈯

詳しくは 詩リサイクル推進課

燃やせるごみ プラスチック
金属・ガラス・

乾電池
その他

紙製の容器と
包装紙

古着・新聞紙・雑誌・
段ボール・紙パック

高崎線東側 3・7・10・14・17・21・２4・28・30 1・8・15・22・29 11・25 16 4・18 5・19
高崎線西側 1・4・8・１1・１5・18・２2・２5・29 3・10・17・24・30 14・28 9 7・21 12・26

12月のごみ収集日程表 ※ごみは朝8時までに出しましょう。雨天の場合は、古着の排出は控えてください。
※買い物はマイバッグを使用しましょう。　※レジ袋はごみ袋として使用できません。

※年末の環境センターのごみの搬入は、12月28日㈪までです。
※12月26日㈯午前８時30分～11時30分は、粗大ごみ（有料）のみ受け入れを行います。

　
し
尿
の
汲
み
取
り
に
つ
い
て
は
、
年
内
は
12
月
28
日
㈪
ま
で
行
い
、
年
明
け
は
、
平
成

28
年
１
月
４
日
㈪
か
ら
平
常
ど
お
り
行
い
ま
す
。

※
年
内
に
臨
時
の
汲
み
取
り
が
必
要
な
家
庭
は
、
12
月
28
日
㈪
ま
で
に
、
市
の
委
託
業
者

で
あ
る
青
木
清
掃
㈱
☎
775
―
１
５
５
１
へ
直
接
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

年末年始の
し尿の汲み取り

『
桶
川
市
自
転
車
の
安
全
な
利
用
の
促
進
に

  
関
す
る
条
例
』が
施
行
に
な
り
ま
す

そ れ ぞ れ の 責 務
自転車小売業者 自転車利用者 市　民 桶川市

　
店
舗
の
利
用
者
に
自
転
車
の
安
全
な
利
用

や
点
検
整
備
な
ど
に
つ
い
て
適
切
な
助
言
を

行
い
、
自
転
車
損
害
保
険
な
ど
の
必
要
性
を

説
明
し
加
入
を
促
し
ま
す
。

　
車
両
の
運
転
者
と
し
て
の
責
任
を
自
覚
し
、

自
転
車
を
安
全
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。（
自

転
車
の
定
期
的
な
点
検
や
整
備
、
自
転
車
損

害
保
険
な
ど
へ
の
加
入
、
防
犯
登
録
を
受
け

る
、
盗
難
防
止
の
施
錠
・
ひ
っ
た
く
り
防
止

の
カ
バ
ー
装
着
な
ど
の
防
犯
対
策
）

　
ま
た
、
平
成
27
年
６
月
１
日
に
道
路
交
通

法
が
一
部
改
正
に
な
り
、
自
転
車
の
悪
質
な

運
転
者
に
対
す
る
講
習
制
度
が
新
設
さ
れ
て

い
ま
す
。
※
詳
し
い
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
交
通
ル
ー
ル
や
交
通
マ
ナ
ー
を
積
極
的
に

学
び
、
自
転
車
の
安
全
な
利
用
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
、
自
主
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

よ
う
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
事
業
者
お
よ
び
関
係
団
体
な
ど
と
連
携
・

協
力
し
て
、
自
転
車
の
安
全
な
利
用
の
促
進

に
つ
い
て
総
合
的
な
施
策
を
実
施
し
ま
す
。

（
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者
お
よ
び
児
童
・

生
徒
な
ど
に
対
す
る
交
通
安
全
教
室
、
啓
発

活
動
な
ど
）

　平成27年12月１日から「桶川市自転車の
安全な利用の促進に関する条例」が施行に
なります。この条例は行政、市民、自転車
利用者、自転車小売業者、事業者および関
係団体の責任を明確にすることで、市民の
皆さんが安全に自転車や自動車で通行でき
るような地域社会の実現に寄与することを
目的としています。

詳
し
く
は
詩
安
心
安
全
課

自転車損害保険は
自転車屋さんだけではなく、
家庭で入っている火災保険や

自動車保険にオプションで付けられる
こともあるべに！

今すぐチェックするべに！！
桶川市交通安全広報大使
オケちゃん

▶
警
察
と
連
携
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動

▶
▼
小
学
校
で
の

交
通
安
全
教
室

▲
▶
幼
児
２
人
同
乗
用
自

転
車
の
安
全
利
用
に
つ
い

て
の
講
習
会

市では様々な取り組みを行っています


